
○
　
謎
の
部
屋


　
　
妙
に
広
く
、
真
っ
白
な
部
屋
。
井
口
歩
夢
（
１


　
　
７
）
、
地
面
に
横
た
わ
っ
て
寝
て
い
る
。
通
気


　
　
口
か
ら
白
い
煙
が
出
て
来
る
。
少
し
し
て
、
歩


　
　
夢
、
目
を
覚
ま
す
。
歩
夢
、
体
を
起
こ
し
て
周


　
　
り
を
見
る
と
、
星
野
賢
二
（
４
０
）
、
体
を
起


　
　
こ
し
て
い
る
。
歩
夢
、
部
屋
の
中
を
見
渡
す
。


　
　
立
方
体
の
真
っ
白
な
部
屋
で
、
扉
が
２
つ
あ
る
。


　
　
一
つ
の
扉
の
上
に
は
、
○
と
書
か
れ
て
い
る
。


　
　
も
う
一
つ
の
扉
の
上
に
は
、
✖
と
書
か
れ
て
い


　
　
る
。
扉
の
上
に
は
『
間
違
え
れ
ば
死
に
ま
す
』


　
　
と
書
か
れ
て
い
る
。
歩
夢
と
賢
二
、
立
ち
上
が


　
　
る
。
歩
夢
、
賢
二
を
見
て
、


歩
夢
「
何
で
す
か
？
　
こ
こ
」


賢
二
「
さ
ぁ
？
」


　
　
す
る
と
、
壁
に
タ
イ
マ
ー
が
表
示
さ
れ
、
１
０


　
　
分
の
タ
イ
マ
ー
が
開
始
す
る
。
歩
夢
、
焦
っ
て
、


歩
夢
「
何
な
ん
で
す
か
こ
れ
？
」


　
　
歩
夢
、
部
屋
の
中
を
見
渡
す
が
、
何
も
変
化
は


　
　
無
く
、
た
だ
タ
イ
マ
ー
に
時
間
だ
け
が
減
っ
て


　
　
行
く
。


歩
夢
「
（
焦
っ
て
大
声
で
）
何
な
ん
で
す
か
こ
こ
！
」


　
　
歩
夢
、
か
な
り
焦
っ
て
い
る
。
賢
二
、
歩
夢
に


　
　
近
づ
い
て
、


賢
二
「
落
ち
着
い
て
」


　
　
歩
夢
、
賢
二
か
ら
離
れ
て
、


歩
夢
「
何
で
す
か
？
　
誰
な
ん
で
す
か
？
」


賢
二
「
私
は
、
星
野
賢
二
で
す
。
４
０
歳
。
あ
な
た


　
　
は
？
」


　
　
歩
夢
、
少
し
落
ち
着
い
て
、


歩
夢
「
僕
は…

井
口
歩
夢
。
１
７
歳
で
す
」


賢
二
「
１
７
歳
。
高
校
生
？
」


歩
夢
「
は
い
。
あ
な
た
は
？
」


賢
二
「
個
別
指
導
塾
で
塾
長
を
し
て
い
ま
す
」


歩
夢
「…

」


賢
二
「…

」


　
　
タ
イ
マ
ー
は
９
分
を
切
っ
て
い
る
。
賢
二
、
タ


　
　
イ
マ
ー
と
扉
の
方
を
見
て
、
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賢
二
「
コ
レ
を
選
べ
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」


　
　
歩
夢
、
扉
の
方
を
見
て
、


歩
夢
「
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
間
違
え
た
ら
死


　
　
ぬ
っ
て…

」


　
　
賢
二
、
扉
に
近
づ
い
て
行
く
。


歩
夢
「
何
し
て
る
ん
で
す
か
？
」


賢
二
「
何
か
○
と
✖
以
外
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か
な


　
　
と
思
い
ま
し
て
」


歩
夢
「
確
か
に
」


　
　
賢
二
と
歩
夢
、
扉
に
寄
っ
て
行
っ
て
、
扉
の
周


　
　
り
な
ど
を
観
察
す
る
。
し
か
し
、
何
も
見
つ
か


　
　
ら
な
い
。


歩
夢
「
何
か
あ
り
ま
す
か
？
」


賢
二
「
い
い
え
、
何
も
」


　
　
歩
夢
、
タ
イ
マ
ー
を
見
る
と
、
８
分
を
切
っ
て


　
　
い
る
。


歩
夢
「
も
う
、
８
分
切
っ
て
ま
す
よ
」


　
　
す
る
と
、
扉
を
叩
く
音
が
す
る
。
歩
夢
、
驚
い


　
　
て
賢
二
を
見
る
と
、
扉
を
叩
い
て
い
る
。


賢
二
「
そ
っ
ち
も
叩
い
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」


歩
夢
「
は
い
」


　
　
歩
夢
、
ゆ
っ
く
り
と
扉
を
叩
く
。


賢
二
「
同
じ
音
で
す
ね
」


　
　
賢
二
と
歩
夢
、
数
回
扉
を
叩
く
。


歩
夢
「
同
じ
で
す
ね
」


　
　
歩
夢
、
室
内
を
見
渡
し
、


歩
夢
「
他
に
何
か
手
掛
か
り
は
な
い
で
す
か
？
」


賢
二
「
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
」


　
　
賢
二
と
歩
夢
、
手
分
け
し
て
室
内
を
探
し
回
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
タ
イ
マ
ー
は
５
分
を
切
っ
て
い
る
。
賢
二
、
タ


　
　
イ
マ
ー
を
見
て
、


賢
二
「
何
も
な
い
で
す
ね
」


　
　
歩
夢
、
壁
を
見
な
が
ら
、


歩
夢
「
な
い
で
す
ね
」


賢
二
「
も
う
、
５
分
を
切
っ
て
ま
す
」


　
　
賢
二
、
扉
に
寄
っ
て
行
く
。
歩
夢
、
扉
に
寄
っ


　
　
て
行
く
。
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賢
二
「
や
っ
ぱ
り
、
こ
の
○
と
✖
し
か
無
い
で
す
ね
」


歩
夢
「
は
い
」


　
　
２
人
、
少
し
の
間
考
え
る
。


賢
二
「
ど
っ
ち
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」


歩
夢
「
い
や
〜
」


　
　
少
し
変
な
間
が
空
き
、


賢
二
「
普
通
に
考
え
た
ら
、
○
で
す
よ
ね
？
」


歩
夢
「
そ
う
で
す
け
ど…

」


　
　
賢
二
、
少
し
だ
け
○
と
書
か
れ
て
い
る
方
の
扉


　
　
に
近
づ
い
て
行
く
。


歩
夢
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
う
少
し
考


　
　
え
ま
し
ょ
う
！
」


　
　
賢
二
、
立
ち
止
ま
り
、
歩
夢
を
見
る
。


歩
夢
「
だ
っ
て
、
普
通
過
ぎ
な
い
で
す
か
？
」


賢
二
「
い
や
、
で
も
✖
っ
て
」


歩
夢
「
（
怒
っ
て
）
そ
も
そ
も
、
何
な
ん
で
す
か
コ


　
　
レ
？
　
死
ぬ
っ
て
何
で
す
か
？
　
こ
こ
は
ど
こ


　
　
な
ん
で
す
か
？
」


賢
二
「
分
か
り
ま
せ
ん
」


歩
夢
「
な
ら
、
何
で
す
ぐ
に
扉
を
開
け
よ
う
と
す
る


　
　
ん
で
す
か
？
　
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
？
」


賢
二
「…

」


歩
夢
「
あ
な
た
、
何
な
ん
で
す
か
？
」


賢
二
「
い
や
、
私
は
」


歩
夢
「
あ
な
た
！
　
貴
方
が
こ
の
ゲ
ー
ム
の
主
催
者


　
　
で
す
か
？
　
塾
な
ん
て
嘘
な
ん
で
し
ょ
！
」


　
　
賢
二
、
歩
夢
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と
、


歩
夢
「
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」


　
　
歩
夢
、
部
屋
の
隅
に
行
き
、


歩
夢
「
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」


　
　
歩
夢
、
部
屋
の
隅
で
座
る
。
賢
二
、
立
ち
尽
く


　
　
す
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
部
屋
の
タ
イ
マ
ー
は
１
分
を
切
っ
て
い
る
。
賢


　
　
二
、
タ
イ
マ
ー
を
見
て
、


賢
二
「
１
分
を
切
り
ま
し
た
」


歩
夢
「…

」
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賢
二
「
私
は
、
○
の
方
の
扉
に
行
き
ま
す
。
で
も
、


　
　
強
要
は
し
ま
せ
ん
」


歩
夢
「…

」


賢
二
「
貴
方
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」


　
　
歩
夢
、
タ
イ
マ
ー
を
見
る
と
、
４
０
秒
を
切
っ


　
　
て
い
る
。


賢
二
「
私
は
、
行
き
ま
す
」


　
　
賢
二
、
○
の
扉
の
ド
ア
ノ
ブ
を
握
る
。
歩
夢
、


　
　
賢
二
を
見
て
い
る
。
賢
二
、
ド
ア
ノ
ブ
を
握
っ


　
　
た
ま
ま
何
度
か
深
呼
吸
す
る
。
賢
二
、
少
し
震


　
　
え
て
い
る
。
賢
二
、
ド
ア
ノ
ブ
を
握
っ
た
ま
ま


　
　
タ
イ
マ
ー
を
見
る
。
タ
イ
マ
ー
は
２
０
秒
を
切


　
　
っ
て
い
る
。
賢
二
、
深
呼
吸
し
て
眼
を
瞑
り
、


　
　
扉
を
開
け
、
ド
ア
の
向
こ
う
に
行
く
。
扉
は
自


　
　
動
的
に
閉
ま
る
。
歩
夢
、
賢
二
が
ド
ア
の
向
こ


　
　
う
に
行
く
の
を
見
届
け
、
三
角
座
り
で
顔
を
下


　
　
に
向
け
る
。
タ
イ
マ
ー
は
０
に
な
り
、
室
内
は


　
　
一
気
に
暗
く
な
る
。


○
　
研
究
所
・
実
験
室
監
視
場


　
　
室
内
に
数
体
い
るA

I

ロ
ボ
ッ
ト
、
モ
ニ
タ
ー
で


　
　
歩
夢
達
の
部
屋
を
観
察
し
て
い
る
。A

I
研
究
員


　
　A

、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
、


A
I

研
究
員A

「
実
験
終
了
」


　
　
前
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
今
回
の
実
験
結
果
と
歴


　
　
代
の
実
験
結
果
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
歴
代
の


　
　
実
験
結
果
で
は
、
○
が
７
３.

４
％
。
ど
ち
ら
で


　
　
も
無
い
が
２
３.

９
％
。
✖
が
２.

７
％
と
表
示


　
　
さ
れ
て
い
る
。


A
I

研
究
員A

「
被
験
者B

７
８
４
５
６
９
とR

３
８
１


　
　
４
３
９
で
実
験
を
行
い
ま
す
」


　
　A

I

研
究
員A

、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
す
る
。


○
　
謎
の
部
屋


　
　
２
０
代
前
半
の
男
性
と
２
０
代
前
半
の
女
性
、


　
　
地
面
に
横
た
わ
っ
て
眠
っ
て
い
る
。
少
し
し
て
、


　
　
通
気
口
か
ら
白
い
煙
が
出
て
来
る
。
男
性
と
女


　
　
性
、
目
を
覚
ま
す
。
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